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長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　皮膚病態学

室 田 浩 之

1. は じ め に

長崎大学医学部は，安政4年（1857年）オランダ軍医
ポンペにより開設された海軍医学伝習所を前身とする日
本最古の西洋医学校です。皮膚科学教室は1914年，長
崎医学専門学校外科学講座より皮膚科泌尿器科学教室と
して独立，以来100年以上の歴史を有しています。1945
年8月9日，医学部のほぼ真上で炸裂した原子爆弾に
よって壊滅的打撃を受けた後に復興を遂げ，1961年に
皮膚科学講座が独立し，野北道夫先生が第9代教授と
して就任されました。そこでアレルギー，感染症（真菌
感染症），代謝異常，皮膚腫瘍，皮膚生理学に関する研
究が展開されます。第10代教授吉田彦太郎先生はアト
ピー性皮膚炎と家塵ダニ抗原の研究，第11代教授片山
一朗先生は皮膚免疫アレルギーに関する研究，第12代
教授佐藤伸一先生は全身性強皮症の研究，第13代教授
宇谷厚志先生が細胞外マトリックスの研究を展開されま
した。2018年5月に第14代教授として室田浩之が就任
し，長崎の地域的特徴を活かしたユニークな臨床と研究
を通して，“健やかな皮膚”への貢献を目的に教室員一
同，日々研鑽を積んでおります。

2. 新興アレルギーの実態把握とその対策

時代変遷に伴う生活習慣の変化はアレルギーの発症に
大きく影響しています。新興アレルギーの実態を把握す
べく疫学調査や観察研究に取り組んでいます。最近では
思春期コホートを対象とした口腔アレルギー症候群の実
態調査，職業病である手湿疹に対する介入研究を行い報
告してきました 1, 2）。現在も思春期のアレルギー実態調
査を継続し，経年的変化を観察しています。

3. アレルギー疾患の長期寛解維持のための基礎研究：
汗と痒み過敏

私は大阪大学在任中からアトピー性皮膚炎の長期寛解
解維持を達成するためにその障壁となる悪化因子，特に
汗による悪化と痒み過敏のメカニズム解明に取り組んで
きました 3, 4）。
汗腺の動きをライブイメージングする世界初の試みに
成功するとともに，汗が汗腺から組織中に漏出する機序

を解明し，汗中代謝産物の網羅的解析を行った結果，炎
症が汗を悪化因子にすることを報告してきました。最近
では定量的発汗試験を用いて分子標的治療が発汗に及ぼ
す影響を研究しています。
痒み過敏に注目した研究を展開しています。これまで
私たちは表皮，真皮，そして神経栄養因子 arteminが痒
み過敏にかかわる機序を報告してきました。最近は皮膚
組織の透明化技術を応用した皮膚末梢神経の3D描出に
より痒み過敏を生じる神経の形態的特徴を研究していま
す。また懸案事項であった痒みの客観的な評価方法の確
立に向けて独創的かつ多角的な研究を進めています。特
に最近では長崎大学医学部保健学科との共同研究で掻破
時の指の動きの特徴を3Dキャプチャーで解析するとと
もに，掻破にかかる力量（グラム）を評価し，臨床評価
への応用を検討しています。

4. 発汗を制御する全く新しい創薬シーズの創出

指定難病である特発性後天性全身性無汗症の病態解明
のため，汗の出ている部位と出ていない部位の汗腺を単
離しトランスクリプトーム解析を行うことで発汗制御に
かかわる遺伝子を探索してきました。その成果は想像も
できなかった結果を生み出しつつあります。ヒト汗腺に
は機能的嗅覚受容体が発現しており，そのリガンドは発
汗に影響を及ぼすことが分かりました。現在，長崎大学
先端創薬イノベーションセンターとの共同研究により合
成アナログを用いた発汗制御の新規創薬を行っています。

5. 長崎の歴史に根ざした研究テーマ

真菌感染症，皮膚腫瘍，遺伝疾患にも力を入れていま
す。多くの皮膚疾患の病態に皮膚常在細菌叢が関わって
います。私たちはアトピー性皮膚炎や乾癬など慢性炎症
疾患の病態における常在真菌の関与に着目し，治療がマ
イコバイオームに与える影響を評価しています 5）。腫瘍
では悪性腫瘍やケロイドのような治療選択肢の限られて
いる皮膚腫瘍の比較的低侵襲な治療の確立に向けて取り
組んでいます。遺伝子疾患では弾性線維性仮性黄色腫の
遺伝子診断および患者登録を継続しています 6）。詳細は
ホームページをご覧ください（http://www.med.nagasaki-
u.ac.jp/dermtlgy/）。
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